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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】人物の状態を正確に検出する情報処理装置を提
供する。
【解決手段】本発明の情報処理装置は、寝床Ｂを含む所
定領域の距離画像を取得する距離画像取得手段Ｃと、距
離画像に基づいて、当該距離画像内の人物の動作を検出
する検出手段と、計測装置から寝床上の人物の生体情報
を計測する計測手段Ｓと、人物の動作と生体情報とに基
づいて、当該生体情報に対する監視処理を行う監視手段
１０と、を備える。そして、上記監視手段は、計測した
生体情報と予め生成された生体基準情報とに基づいて監
視処理を行うと共に、当該監視処理に用いる計測した生
体情報に基づいて後に使用する新たな前記生体基準情報
を生成する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　寝床を含む所定領域の距離画像を取得する距離画像取得手段と、
　前記距離画像に基づいて、当該距離画像内の人物の動作を検出する検出手段と、
　計測装置から前記寝床上の人物の生体情報を計測する計測手段と、
　前記人物の動作と前記生体情報とに基づいて、当該生体情報に対する監視処理を行う監
視手段と、
を備え、
　前記監視手段は、計測した前記生体情報と予め生成された生体基準情報とに基づいて前
記監視処理を行うと共に、当該監視処理に用いる計測した前記生体情報に基づいて後に使
用する新たな前記生体基準情報を生成する、
情報処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の情報処理装置であって、
　前記監視手段は、一定期間を複数期間に分けて計測した前記生体情報と前記生体基準情
報とに基づいて前記監視処理を行うと共に、当該監視処理に用いる前記複数期間に分けて
計測した前記生体情報に基づいて後に使用する前記新たな生体基準情報を生成する、
情報処理装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の情報処理装置であって、
　前記監視手段は、前記監視処理の際に、直前の前記監視処理時に計測した前記生体情報
に基づいて生成した前記新たな生体基準情報を用いる、
情報処理装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかに記載の情報処理装置であって、
　前記監視手段は、前記人物の動作が前記寝床上に人物が横たわっている臥位状態であり
、計測した前記生体情報が予め設定された前記寝床上に人物が存在していない状態におけ
る前記計測装置からの計測値である不在時基準値情報と異なる場合に、計測した前記生体
情報と前記生体基準情報とに基づいて前記監視処理を行うと共に、当該監視処理に用いる
計測した前記生体情報に基づいて前記新たな生体基準情報を生成する、
情報処理装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の情報処理装置であって、
　前記監視手段は、前記人物の動作が所定基準以上変化した場合に、その後に計測した前
記生体情報に基づいて前記新たな生体基準情報を生成し、当該生成した前記新たな生体基
準情報とさらにその後に計測した前記生体情報とに基づいて前記監視処理を行う、
情報処理装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれかに記載の情報処理装置であって、
　前記監視手段は、計測した前記生体情報が予め設定された基準により前記監視処理が継
続できない監視不能値である場合に、その後に計測した前記生体情報に基づいて前記新た
な生体基準情報を生成し、当該生成した前記新たな生体基準情報とさらにその後に計測し
た前記生体情報とに基づいて前記監視処理を行う、
情報処理装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかに記載の情報処理装置であって、
　前記寝床を含む所定領域からの人物の退出を検出する退出検出手段を備え、
　前記監視手段は、人物の退出を検出した際には、その後に計測した前記生体情報に基づ
いて前記新たな生体基準情報を生成し、当該生成した前記新たな生体基準情報とさらにそ
の後に計測した前記生体情報とに基づいて前記監視処理を行う、
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情報処理装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の情報処理装置であって、
　前記監視手段は、人物の退出を検出した際には、前記人物の動作が前記寝床上に人物が
横たわっている臥位状態であり、計測した前記生体情報が予め設定された前記寝床上に人
物が存在していない状態における前記計測装置からの計測値である不在時基準値情報と異
なり、さらに、計測した前記生体情報が予め設定された監視不能値ではない特定状態であ
る場合には、計測した前記生体情報と前記生体基準情報とに基づいて前記監視処理を行う
と共に、当該監視処理に用いる計測した前記生体情報に基づいて後に使用する前記新たな
生体基準情報を生成し、
　前記特定状態ではない場合には、前記監視処理を停止する、
情報処理装置。
【請求項９】
　情報処理装置が、
　寝床を含む所定領域の距離画像を取得し、
　前記距離画像に基づいて、当該距離画像内の人物の動作を検出し、
　計測装置から前記寝床上の人物の生体情報を計測し、
　前記人物の動作と前記生体情報とに基づいて、当該生体情報に対する監視処理を行う際
に、計測した前記生体情報と予め生成された生体基準情報とに基づいて前記監視処理を行
うと共に、当該監視処理に用いる計測した前記生体情報に基づいて後に使用する新たな前
記生体基準情報を生成する、
情報処理方法。
【請求項１０】
　情報処理装置に、
　寝床を含む所定領域の距離画像を取得し、
　前記距離画像に基づいて、当該距離画像内の人物の動作を検出し、
　計測装置から前記寝床上の人物の生体情報を計測し、
　前記人物の動作と前記生体情報とに基づいて、当該生体情報に対する監視処理を行う際
に、計測した前記生体情報と予め生成された生体基準情報とに基づいて前記監視処理を行
うと共に、当該監視処理に用いる計測した前記生体情報に基づいて後に使用する新たな前
記生体基準情報を生成する、
処理を実行させるためのプログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置及び情報処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、高齢者の人口が増加し、介護の需要が高まっている。一方で、介護には、多くの
介護者が必要となり、介護者の作業負担や人件費の増加という問題が生じる。そこで、特
許文献１に記載のような、距離画像センサで撮影した画像を用いて、被介護者といった人
物を監視する監視システムが多く開発されている。
【０００３】
　特許文献１に開示の監視システムでは、距離画像からベッドの位置を抽出し、また、人
の領域を検出し、人の動作を判別している。具体的に、ベッドの位置は、ベッドの長手方
向及び短手方向における高さの度数分布から求めている。また、人の動作は、所定の高さ
位置に対する物体の位置を検出することで、臥床の状態、上半身を起こした状態、起立の
状態、といった人の動作を判別している。
【０００４】
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　また、特許文献２には、ベッド上の人の生体情報を検出するセンサ装置が記載されてい
る。特許文献２に記載のセンサ装置は、ベッドに設置され、電磁波を照射することによっ
て人物の心拍、呼吸などの生体情報を検出している。そして、このように検出された生体
情報をもとに、人物の状態を監視することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－０３００４２号公報
【特許文献２】特開２０１８－０００２９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上述した技術では、被介護者である人物の状態をより正確に検出するこ
とができない、という問題が生じる。これは、上述した技術では、人物の姿勢や生体情報
を検出しているものの、人物の姿勢や状態は常に変化するため、監視時の判断基準も常に
変化することが想定されるためである。
【０００７】
　このため、本発明の目的は、上述した課題である、人物の状態を正確に検出することが
できない、ということを解決することができる情報処理装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一形態である情報処理装置は、
　寝床を含む所定領域の距離画像を取得する距離画像取得手段と、
　前記距離画像に基づいて、当該距離画像内の人物の動作を検出する検出手段と、
　計測装置から前記寝床上の人物の生体情報を計測する計測手段と、
　前記人物の動作と前記生体情報とに基づいて、当該生体情報に対する監視処理を行う監
視手段と、
を備え、
　前記監視手段は、計測した前記生体情報と予め生成された生体基準情報とに基づいて前
記監視処理を行うと共に、当該監視処理に用いる計測した前記生体情報に基づいて後に使
用する新たな前記生体基準情報を生成する、
という構成をとる。
【０００９】
　そして、上記情報処理装置では、
　前記監視手段は、一定期間を複数期間に分けて計測した前記生体情報と前記生体基準情
報とに基づいて前記監視処理を行うと共に、当該監視処理に用いる前記複数期間に分けて
計測した前記生体情報に基づいて後に使用する前記新たな生体基準情報を生成する、
という構成をとる。
【００１０】
　また、上記情報処理装置では、
　前記監視手段は、前記監視処理の際に、直前の前記監視処理時に計測した前記生体情報
に基づいて生成した前記新たな生体基準情報を用いる、
という構成をとる。
【００１１】
　また、上記情報処理装置では、
　前記監視手段は、前記人物の動作が前記寝床上に人物が横たわっている臥位状態であり
、計測した前記生体情報が予め設定された前記寝床上に人物が存在していない状態におけ
る前記計測装置からの計測値である不在時基準値情報と異なる場合に、計測した前記生体
情報と前記生体基準情報とに基づいて前記監視処理を行うと共に、当該監視処理に用いる
計測した前記生体情報に基づいて前記新たな生体基準情報を生成する、
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という構成をとる。
【００１２】
　また、上記情報処理装置では、
　前記監視手段は、前記人物の動作が所定基準以上変化した場合に、その後に計測した前
記生体情報に基づいて前記新たな生体基準情報を生成し、当該生成した前記新たな生体基
準情報とさらにその後に計測した前記生体情報とに基づいて前記監視処理を行う、
という構成をとる。
【００１３】
　また、上記情報処理装置では、
　前記監視手段は、計測した前記生体情報が予め設定された基準により前記監視処理が継
続できない監視不能値である場合に、その後に計測した前記生体情報に基づいて前記新た
な生体基準情報を生成し、当該生成した前記新たな生体基準情報とさらにその後に計測し
た前記生体情報とに基づいて前記監視処理を行う、
という構成をとる。
【００１４】
　また、上記情報処理装置では、
　前記寝床を含む所定領域からの人物の退出を検出する退出検出手段を備え、
　前記監視手段は、人物の退出を検出した際には、その後に計測した前記生体情報に基づ
いて前記新たな生体基準情報を生成し、当該生成した前記新たな生体基準情報とさらにそ
の後に計測した前記生体情報とに基づいて前記監視処理を行う、
という構成をとる。
【００１５】
　また、上記情報処理装置では、
　前記監視手段は、人物の退出を検出した際には、前記人物の動作が前記寝床上に人物が
横たわっている臥位状態であり、計測した前記生体情報が予め設定された前記寝床上に人
物が存在していない状態における前記計測装置からの計測値である不在時基準値情報と異
なり、さらに、計測した前記生体情報が予め設定された監視不能値ではない特定状態であ
る場合には、計測した前記生体情報と前記生体基準情報とに基づいて前記監視処理を行う
と共に、当該監視処理に用いる計測した前記生体情報に基づいて後に使用する前記新たな
生体基準情報を生成し、
　前記特定状態ではない場合には、前記監視処理を停止する、
という構成をとる。
【００１６】
　また、本発明の他の形態である情報処理方法は、
　情報処理装置が、
　寝床を含む所定領域の距離画像を取得し、
　前記距離画像に基づいて、当該距離画像内の人物の動作を検出し、
　計測装置から前記寝床上の人物の生体情報を計測し、
　前記人物の動作と前記生体情報とに基づいて、当該生体情報に対する監視処理を行う際
に、計測した前記生体情報と予め生成された生体基準情報とに基づいて前記監視処理を行
うと共に、当該監視処理に用いる計測した前記生体情報に基づいて後に使用する新たな前
記生体基準情報を生成する、
という構成をとる。
【００１７】
　また、本発明の他の形態であるプログラムは、
　情報処理装置に、
　寝床を含む所定領域の距離画像を取得し、
　前記距離画像に基づいて、当該距離画像内の人物の動作を検出し、
　計測装置から前記寝床上の人物の生体情報を計測し、
　前記人物の動作と前記生体情報とに基づいて、当該生体情報に対する監視処理を行う際
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に、計測した前記生体情報と予め生成された生体基準情報とに基づいて前記監視処理を行
うと共に、当該監視処理に用いる計測した前記生体情報に基づいて後に使用する新たな前
記生体基準情報を生成する、
処理を実行させる、
という構成をとる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明は、以上のように構成されることにより、人物の状態を正確に検出することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施形態１における情報処理システムの構成を示す概略図である。
【図２】図１に開示した監視サーバの構成を示すブロック図である。
【図３】図１に開示した監視サーバによる画像処理の様子を示す図である。
【図４】図１に開示した監視サーバによる画像処理の様子を示す図である。
【図５】図１に開示した監視サーバによる生体情報の処理の様子を示す図である。
【図６】図１に開示した監視サーバによる生体情報の処理の様子を示す図である。
【図７】図１に開示した監視サーバの処理動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　＜実施形態１＞
　本発明の第１の実施形態を、図１乃至図７を参照して説明する。図１乃至図２は、情報
処理システムの構成を示す図である。図３乃至図７は、情報処理システムの処理動作を説
明するための図である。以下、各図を参照して、情報処理システムの構成及び動作を説明
する。
【００２１】
　本発明における情報処理システムは、被介護者や被監視者といった監視対象となる人物
Ｐの行動及び生体情報を監視するための情報処理システムである。そして、情報処理シス
テムは、監視サーバ１０と、距離画像カメラＣと、寝床下や天井に設置された生体センサ
Ｓと、携帯端末２０と、監視端末３０と、を備えて構成されている。
【００２２】
　上記距離画像カメラＣ（撮影装置）は、監視対象となる人物Ｐが横たわるベッドＢが配
置された領域Ｒ内の距離画像を撮影可能な位置に配置されている。例えば、距離画像カメ
ラＣは、医療施設や介護施設、宅内の一室の天井に設けられ、ベッドＢ全体が画像内に収
まる位置に配置されている。なお、距離画像カメラＣは、必ずしも天井に設置されている
ことに限定されず、壁やスタンドなど、いかなる場所に設置されていてもよい。また、撮
影されるベッドＢは、布団などのいかなる寝床であってもよい。
【００２３】
　距離画像カメラＣは、画素値を距離値とした距離画像を撮影するものである。例えば、
距離画像カメラＣは、赤外線レーザをターゲットに投射した際の往復の時間から距離を計
測する形式のものであってもよく、いかなる方式の撮影装置であってもよい。そして、距
離画像カメラＣは、一定の時間間隔で、あるいは、撮影指示を受けたタイミングで、距離
画像を撮影し、かかる距離画像を後述する監視サーバ１０に送信する機能を有する。なお
、上記監視サーバ１０の機能については、上記距離画像カメラＣに搭載することもできる
。つまり、距離画像カメラＣに搭載された情報処理装置にて監視サーバ１０の機能を実現
してもよい。
【００２４】
　上記生体センサＳ（計測装置）は、監視対象となる人物Ｐが横たわるベッドＢに設置さ
れている。そして、生体センサＳは、例えば、マイクロ波センサであり、ベッドＢに横た
わる人物Ｐに対してマイクロ波を照射し、その反射波を用いて人物Ｐの心拍・呼吸・体動
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を生体情報として検出する、というものである。但し、生体センサＳは、いかなる方法で
人物Ｐの心拍・呼吸・体動などの生体情報を検出する計測装置であってもよく、また、検
出する生体情報は必ずしも心拍・呼吸・体動を表す情報であることに限定されない。なお
、図１の例では、ベッドＢに生体センサＳが設置されている場合を例示しているが、天井
などいかなる場所に設置されていてもよい。
【００２５】
　上記携帯端末２０は、被介護者である人物の介護を行ったり、監視する監視者であるユ
ーザＵが保持して操作するスマートフォンなどの情報処理端末である。携帯端末２０は、
監視サーバ１０と無線通信を介して接続され通信可能であり、後述するように、監視サー
バ１０に対してユーザＵの操作指示を入力することが可能である。例えば、携帯端末２０
は、表示画面に、距離画像カメラＣにて撮影された距離画像を表示すると共に、監視に関
する操作指示を入力可能な操作画面を表示する。かかる画面に対してユーザＵからタッチ
操作によって指示が入力されることで、かかる操作指示が携帯端末２０から監視サーバ１
０に送信されることとなる。また、携帯端末２０は、監視サーバ１０から発せられる被介
護者である人物の異常の通知を受信して、ユーザＵに報知する機能も有する。
【００２６】
　上記監視端末３０は、被介護者である人物の介護を行ったり、監視する監視者であるユ
ーザＵが操作する情報処理端末である。監視端末３０は、監視者などのユーザＵが在籍す
る監視ルームなどの場所に設置されており、複数のユーザＵによって操作可能である。監
視端末３０は、上述した携帯端末２０と同様に、表示画面に距離画像を表示すると共に、
監視に関する操作指示を入力可能とし、かかる操作指示を監視サーバ１０に送信したり、
監視サーバ１０から発せられる人物の異常の通知を受信して、ユーザＵに報知する機能を
有する。
【００２７】
　上記監視サーバ１０は、演算装置及び記憶装置を有するサーバ装置（情報処理装置）で
ある。そして、監視サーバ１０は、図２に示すように、演算装置がプログラムを実行する
ことで構築された、距離画像取得部１１、生体情報計測部１２、動作検出部１３、監視部
１４、通知部１５、を備えている。また、監視サーバ１０は、記憶装置に形成された、基
準情報記憶部１６を備えている。以下、各構成について詳述するが、併せて監視サーバ１
０の動作も、図７のフローチャートを参照して併せて説明する。
【００２８】
　上記距離画像取得部１１（距離画像取得手段）は、上述したように距離画像カメラＣに
て撮影されたベッドＢ及び監視対象となる人物Ｐを含む距離画像を、定期的に距離画像カ
メラＣから取得する。そして、取得した距離画像を動作検出部１３に渡すことで、当該距
離画像は後述する動作検出処理や監視処理に用いられる。
【００２９】
　上記生体情報計測部１２（計測手段）は、定期的に生体センサＳにて検出されたベッド
Ｂ上の人物Ｐの心拍・呼吸・体動の生体情報（計測値）を取得する。例えば、生体情報は
、図５の上図に示すように、一定期間毎の心拍・呼吸・体動のレベル平均値にて表される
。そして、取得した生体情報を監視部１４に渡すことで、当該生体情報は後述する監視処
理に用いられる。なお、生体センサＳではベッドＢ上に生じる事象を計測しているため、
生体情報計測部１２は、ベッドＢ上に人物Ｐが存在しない場合でも計測値を取得し、かか
る計測値を監視部１４に渡している。
【００３０】
　上記動作検出部１３（検出手段）は、距離画像取得部１１を介して距離画像を取得して
（図７のステップＳ１）、当該距離画像内の人物Ｐを検出して、当該人物Ｐの動作を検出
する動作検出処理を行う。具体的に、動作検出部１３は、距離画像内におけるベッドＢの
領域と、人物Ｐと、を検出する。例えば、動作検出部１３は、まず、予め指定されている
ベッドＢの領域を指定する距離画像内の座標に基づいて、ベッドＢの領域を特定する。そ
して、動作検出部１３は、ベッドＢの領域内に存在する物体を検出し、かかる物体から人
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物Ｐの最頂点と重心位置を検出する。このとき、人物検出部１３は、例えば、距離画像２
１内における個々の塊からなる物体を検出し、検出した物体の質量や、物体間の位置関係
や体積比（面積比）などから、人物を検出する。
【００３１】
　そして、動作検出部１３は、検出された人物Ｐの最頂点と重心位置の位置関係から、人
物Ｐの動作を検出する。具体的に、本実施形態では、ベッドＢ上における人物Ｐの姿勢を
検出する（図７のステップＳ２）。このとき、動作検出部１３は、人物Ｐの高さと重心位
置を検出し、当該高さと重心位置と距離画像２１内の位置関係から、人物Ｐの動作を判定
する。
【００３２】
　特に、動作検出部１３は、人物ＰがベッドＢ上において横たわっている動作、つまり、
「臥位」であるか否かを検出する（図７のステップＳ３でＹｅｓ）。例えば、動作検出部
１３は、図３に示すように、人物Pの最頂点と重心位置がベッドＢの平面上で連結した位
置関係となり、それぞれ予め設定された臥位高さ位置よりもやや高く設定された位置を超
えていない場合に、人物Ｐの動作が「臥位」であると判定する。ここで、図３は、上図が
距離画像２１を示しており、下図がベッドＢを側方から見た図を示している。以下に説明
する図４も同様である。
【００３３】
　なお、動作検出部１３は、人物ＰがベッドＢ上において動作（姿勢）を変化させたか否
かの検出も行う。例えば、動作検出部１３は、距離画像から検出した人物の最頂点と重心
の位置が変化したことを検出することで、動作に変化があったことを検出する。一例とし
ては、人物の最頂点や重心位置が所定値以上変化した場合に、動作が変化したことを検出
する。このとき、動作検出部１３は、人物Ｐが、図３に示すような仰向けの臥位状態から
、図４に示す横向きの臥位状態に変化させた場合も、動作変化として検出する。なお、上
述した人物Ｐの動作の検出は、いかなる方法で行われてもよい。
【００３４】
　ここで、動作検出部１３は、上述した動作検出処理を常に行い、検出した動作（姿勢）
を監視部１４に通知する。このとき、動作検出部１３は、一定の時間間隔で検出した動作
を監視部１４に通知してもよく、検出した動作が変化したときに、動作が変化した旨や変
化後の動作を監視部１４に通知してもよい。これにより、監視部１４は、常に人物Ｐの動
作を認識することができる。
【００３５】
　上記監視部１４（監視手段）は、上述したように検出した人物Ｐの動作と、当該人物Ｐ
の生体情報とに基づいて、当該生体情報に対する監視処理を行う。特に、監視部１４は、
検出した人物Ｐの動作が、上述した「臥位」である場合に（図７のステップＳ３でＹｅｓ
）、生体センサＳから検出した生体情報の監視処理を行う。つまり、監視部１４は、臥位
状態以外の場合には（図７のステップＳ３でＮｏ）、生体情報に対する監視処理は行わな
い。そして、監視部１４は、具体的には、生体センサＳから検出した生体情報が（図７の
ステップＳ４）、予め基準情報記憶部１６に記憶された不在時基準値情報（人物不在値）
と比較して、当該不在時基準値情報と異なり、生体情報が人物Ｐの有効値であると判断さ
れた場合に（図７のステップＳ５でＮｏ）、検出した生体情報に対する監視処理を行う。
逆に、監視部１４は、生体センサＳから検出した生体情報が不在時基準値情報と同等であ
る場合には（図７のステップＳ５でＹｅｓ）、検出した生体情報に対する監視処理は行わ
ない。
【００３６】
　ここで、上記不在時基準値情報は、図５の下図に示すように、予め記憶されたベッドＢ
上に人物Ｐが存在していない状態における生体センサＳからの計測値である。このように
、不在時基準値情報は、外部振動などにより多少の波形が表されているが、明らかにベッ
ドＢ上に人物Ｐが存在している場合の波形とは異なる。このため、生体情報と不在時基準
値情報との一定期間の振幅や振動数との差異を調べることで、生体情報が不在時基準値情
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報とは異なることを判断することができる。その結果、人物Ｐが存在していない場合の生
体センサＳからの計測値を監視処理することを抑制することができ、より確実に人物Ｐの
心拍・呼吸・体動などを計測した生体情報に対する監視処理を行うことができる。
【００３７】
　監視部１４は、監視処理として、生体情報を一定時間（一連の期間）計測し、かかる一
定時間で計測された生体情報を用いて、当該生体情報が正常か異常かの判定を行う。そし
て、監視部１４は、一定時間の生体情報の計測及び判定といった一連の処理を繰り返し行
う。このとき、監視部１４は、計測した生体情報と、予め生成された正常基準値（生体基
準情報）と、を比較して、計測した生体情報が正常か異常かを判定する。ここで、正常基
準値は、現在の人物Ｐの動作（姿勢）である臥位状態における人物Ｐの正常時に計測され
た生体情報に基づいて生成される情報である。このため、監視部１４は、監視処理に入る
と、まず、直前の監視処理時に生成された正常基準値が存在するか否かを調べる（図７の
ステップＳ６）。
【００３８】
　監視部１４は、直前の監視処理時に正常基準値が生成されていない場合には（図７のス
テップＳ６でＮｏ）、新たに正常基準値を生成する（図７のステップＳ７）。具体的に、
監視部１４は、今現在の一定時間で計測した生体情報を用いて正常基準値を生成する。こ
のとき、監視部１４は、図６の上図に示すように、今現在の一定時間で計測した生体情報
を複数期間Ｗに分けて、各期間Ｗの生体情報を用いて正常基準値を生成する。例えば、一
定時間である１００秒間の生体情報を２０秒間×５期間Ｗに分けて、各期間Ｗの生体情報
をそれぞれ正常基準値としてもよく、すべての期間Ｗやそのうちいくつかの期間Ｗの生体
情報を平均するなど集計して１つの正常基準値を生成してもよく、いかなる方法で正常基
準値を生成してもよい。なお、正常基準値は、心拍波数、心拍レベル、呼吸波数、呼吸レ
ベルなどの生体情報の種類毎に生成してもよい。また、一定時間や各期間Ｗは上述した時
間であることに限定されない。
【００３９】
　監視部１４は、上述したように新たに正常基準値を生成すると、当該正常基準値を基準
情報記憶部１６に記憶して、次の監視処理で用いるよう設定する（図７のステップＳ９で
Ｎｏ、ステップＳ１０でＮｏ、ステップＳ１１）。そして、現在の監視処理では、直前の
監視処理時の正常基準値を用いて生体情報の正常／異常を判定して（図７のステップＳ８
、ステップＳ１２）、正常であった場合は、次の監視処理に進み（図７のステップＳ１３
でＮｏ）、異常であった場合は（図７のステップＳ１３でＹｅｓ）、その旨を通知部１５
に通知する。但し、監視部１４は、上述したように新たな正常基準値を生成している間、
つまり、今現在の監視処理で生体情報を一定時間計測している間に、人物Ｐの動作（姿勢
）が変化したり、生体情報が監視不能な値であると判断した場合には（図７のステップＳ
９でＹｅｓ）、正常基準値を生成しない。この場合は、人物Ｐの動作（姿勢）が臥位であ
ることを確認し、新たに一定時間の生体情報を計測して上述同様に正常基準値の生成を行
う。なお、監視部１４は、予め生体情報の監視不能値を記憶しており、計測した生体情報
が監視不能値に一致している場合に、生体情報が監視不能な値であると判断する。例えば
、監視不能値とは、人物Ｐが咳をしたり寝返りをするなどの大きな体動が生じたときに起
こりうる生体情報の波形や、生体情報の振幅や振動数の値（閾値以上の値）にて表される
。
【００４０】
　監視部１４は、上述したように直前の監視処理で正常基準値が生成された後には、次の
監視処理に進み、新たに一定時間の生体情報を計測する（図７のステップＳ４）。そして
、監視部１４は、新たに計測した生体情報が不在時基準値情報と異なる場合には（図７の
ステップＳ５でＮｏ，ステップＳ６でＹｅｓ）、当該計測した生体情報と直前の監視処理
で生成された正常基準値とを用いて生体情報が正常か異常かの判定を行う（図７のステッ
プＳ８）。このとき、監視部１４は、図６の上図に示すように、新たに計測した生体情報
を複数期間Ｗに分けて、各期間Ｗの生体情報を用いて判定を行う。例えば、１００秒間の
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生体情報を２０秒間×５期間Ｗに分けて、各期間Ｗの生体情報をそれぞれ正常基準値と比
較して総合的に判定してもよく、各期間Ｗの生体情報を平均して正常基準値と比較して判
定してもよい。一例として、５つの期間Ｗの生体情報を用いる場合には、各期間Ｗの生体
情報が正常基準値に対して大きすぎたり小さすぎるといった異常と判断できる期間Ｗの数
を集計し、異常と判断できる期間Ｗが４つ以上の場合に、総合的に異常状態であると判定
する。なお、生体情報の正常／異常の判定はいかなる方法で行ってもよい。
【００４１】
　また、監視部１４は、上述したように新たに計測した生体情報を監視処理に用いると同
時に、当該新たに計測した生体情報から、さらに次の監視処理に用いる新たな正常基準値
を生成する（図７のステップＳ１１）。つまり、監視部１４は、監視処理を行うと同時に
、かかる監視処理に用いている生体情報から、次の監視処理に用いる新たな正常基準値を
生成する。なお、正常基準値の生成方法は上述同様である。
【００４２】
　具体的に、監視部１４は、上述したように生体情報の正常／異常の最終的な判定を行う
と共に、新たに正常基準値を生成して、当該正常基準値を次の監視処理で用いるよう更新
する（図７のステップＳ９でＮｏ、ステップＳ１０でＮｏ、ステップＳ１１）。そして、
監視処理により生体情報が正常であると判定されると（図７のステップＳ１３でＮｏ）、
さらに次の監視処理に進む。これにより、監視部１４は、さらに次の監視処理でさらに新
たな生体情報を計測し、新たに更新された正常基準値と比較して正常／異常の判定を行う
。その結果、監視部１４は、常に直前の監視処理時に計測された生体情報から生成した正
常基準値を用いて、現在計測された生体情報の判定を行うことができる。
【００４３】
　なお、監視部１４は、上述したように監視処理を行いつつ正常基準値を生成している間
、つまり、生体情報を計測している間に、人物Ｐの動作（姿勢）が変化したり、生体情報
が監視不能な値であると判断した場合には（図７のステップＳ９でＹｅｓ）、監視処理を
停止し、また、新たな正常基準値の生成を停止する。そして、監視部１４は、基準情報記
憶部１６に記憶されている直前の正常基準値を削除し、上述したように、あらためて人物
Ｐの動作（姿勢）が臥位であることを確認し、新たに一定時間の生体情報を計測して、新
たな正常基準値の生成を行う。そして、新たな正常基準値を用いて、上述したように監視
処理を再開する。
【００４４】
　そして、監視部１４は、生体情報が異常であると判定した場合には（図７のステップＳ
１３でＹｅｓ）、その旨を通知部１５に通知する。すると、通知部１５は、人物Ｐの生体
情報に異常があった旨を、携帯端末２０や監視端末３０に通知する（図７のステップＳ１
４）。例えば、図６に示す呼吸の生体情報の例では、図６の上段の波形は正常時を表して
いるが、図６の下段の波形は異常時を表している。このため、図６の下段のような波形を
検出した場合には、異常であると判定する。
【００４５】
　ここで、上記動作検出部１３（退出検出手段）は、距離画像取得部１１を介して取得し
た距離画像や、領域Ｒ内に別途設けられた赤外線センサーからの検出データなどから、領
域Ｒ内から人物を退出したことを検出する機能も有する。例えば、動作検出部１３は、距
離画像内の人物Ｐの位置を追跡し、予め設定された出入口箇所を通過した場合に、人物Ｐ
が領域Ｒ内から退出したことを検出する。また、別の例としては、領域Ｒの出入口に赤外
線センサーを設け、室内側から室外側に物体が通過したことを検出した場合に、人物Ｐが
領域Ｒ内から退出したことを検出する。但し、人物Ｐが領域Ｒ内から退出したことの検出
方法はいかなる方法であってもよい。そして、動作検出部１３は、領域Ｒ内から人物Ｐが
退出したことを検出すると、その旨を監視部１４に通知する。
【００４６】
　上記監視部１４は、領域Ｒ内から人物Ｐが退出した旨の通知を受けると、原則的には、
上述した監視処理を停止する。つまり、生体情報の計測や、生体情報の正常／異常の判定
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、さらには、正常基準値の生成、を停止する。但し、領域Ｒ内から人物Ｐが退出した旨の
通知を受けた場合であっても、この時点において、人物Ｐの動作が臥位状態であり、計測
した生体情報が不在時基準値情報と異なり、さらに、計測した生体情報が監視不能値では
ない状態（特定状態）である場合には、生体情報の監視処理を継続する。つまり、生体情
報を計測して、生体情報の正常／異常の判定、さらには、正常基準値の生成の処理を継続
する。
【００４７】
　上述したように、領域Ｒ内から人物Ｐが退出したことを検出した場合には、監視対象で
ある人物Ｐが退出した可能性があり、その後の生体情報の判定は不要となるため、原則的
には、監視処理を停止する。一方で、領域Ｒ内には、監視対象である人物Ｐの介助者など
の他の人物が存在している場合もあり、かかる他の人物が領域Ｒ内から退出したことを検
出することもある。このような状況に対応すべく、人物Ｐが臥位状態であり、計測した生
体情報が不在時基準値情報と異なり、さらに、計測した生体情報が監視不能値ではない状
態である場合には、生体情報の監視処理を継続することとしている。
【００４８】
　以上のように、本発明では、ベッドＢに装備した生体センサＳにて人物Ｐの生体情報を
計測して正常／異常を判定する際に、その判断基準となる値を、特定の状態（例えば、臥
位状態）である人物Ｐの直近の生体情報を基に生成している。このため、人物Ｐの現在の
状況に適切な判断基準を設定して比較することができ、より正確に人物Ｐの状態を検出す
ることができる。
【００４９】
　なお、上述したプログラムは、記憶装置に記憶されていたり、コンピュータが読み取り
可能な記録媒体に記録されている。例えば、記録媒体は、フレキシブルディスク、光ディ
スク、光磁気ディスク、及び、半導体メモリ等の可搬性を有する媒体である。
【００５０】
　以上、上記実施形態等を参照して本願発明を説明したが、本願発明は、上述した実施形
態に限定されるものではない。本願発明の構成や詳細には、本願発明の範囲内で当業者が
理解しうる様々な変更をすることができる。
【符号の説明】
【００５１】
１０　監視サーバ
１１　距離画像取得部
１２　生体情報計測部
１３　動作検出部
１４　監視部
１５　通知部
１６　基準情報記憶部
２０　携帯端末
２１　距離画像
３０　監視端末
Ｂ　ベッド
Ｃ　距離画像カメラ
Ｓ　生体センサ
Ｐ　人物
Ｕ　ユーザ
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